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「
六
〇
年
安
保
」の
翌
年
に

あ
た
る
こ
の
年
、
わ
が
国
は

池
田
内
閣
の
も
と
で
高
度
経

済
成
長
へ
の
助
走
が
始
ま
っ

た
。
米
・
キ
ュ
ー
バ
が
断
交
、

ベ
ル
リ
ン
の
壁
構
築
な
ど
、

東
西
対
立
の
中
で
、
中
国
と

ソ
連
は
ア
ル
バ
ニ
ア
を
め
ぐ
っ
て
の
対
立
が

激
化
。
日
中
文
化
交
流
は
前
年
に
続
き
大
き

く
発
展
し
た
。特
に
、第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
双
方
の
多
彩
な
文
化
界
人
士
の
往
来
は
、

そ
の
後
の
両
国
の
文
化
交
流
の
発
展
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
中
国
の
代
表
的
文
化

人
で
あ
る
巴
金
、
謝
冰
心
、
楚
図
南
ら
の
戦

後
初
の
来
日
が
実
現
し
た
年
で
あ
る
。

〈
六
一
年
の
主
な
交
流
〉

◎
１
月　

写
真
展「
新
劇
俳
優
の
見
た
中
国
」

（
主
催
・
当
協
会
、
日
本
新
劇
俳
優
協
会
）
数

寄
屋
橋
・
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
で
開
催
。

◎
３
月　

中
国
婦
人
代
表
団
（
許
広
平
団
長

ら
十
四
名
）
来
日
。
当
協
会
な
ど
三
十
団
体

の
共
同
招
請
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
（
Ａ
・

Ａ
）
作
家
会
議
東
京
大
会
参
加
中
国
代
表
団

（
巴
金
団
長
、
劉
白
羽
副
団
長
、
楊
朔
、
林

林
、
沙
汀
、
謝
冰
心
、
李
季
、
葉
君
健
、
韓

北
屏
、
李
芒
、
呉
学
文
、
劉
徳
有
、
李�

の

諸
氏
）
来
日
。

◎
４
月　

舞
踊
家
の
花
柳
徳
兵
衛
夫
妻
訪

中
。
日
本
書
道
代
表
団
（
西
川
寧
団
長
、
松

井
如
流
副
団
長
、
大
池
晴
嵐
、
手
島
右
卿
、

宇
野
雪
村
、
赤
羽
雲
庭
、
宮
本
竹
逕
、
梅
舒

適
ら
諸
氏
）
訪
中
。

◎
６
月　

日
本
作
家
代
表
団
（
江
口
渙
団
長

ら
十
二
名
）
訪
中
。
日
本
作
家
代
表
団
（
亀

井
勝
一
郎
団
長
、
井
上
靖
、
平
野
謙
、
有
吉

佐
和
子
、白
土
吾
夫
の
諸
氏
）訪
中
、中
国
人

民
対
外
文
化
協
会
、中
国
作
家
協
会
の
招
請
。

◎
７
月　

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
・
第
七
回

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
参
加
中
国
代
表
団

（
周
培
源
団
長
、
趙
樸
初
副
団
長
、
朱
子
奇
氏

ら
十
三
名
）
来
日
。

◎
８
月　

訪
中
公
演
日
本
合
唱
団
（
井
上
頼

豊
団
長
ら
二
十
七
名
、
白
土
吾
夫
氏
同
行
）

訪
中
。

◎　

月　

中
島
健
蔵
理
事
長
、
白
土
吾
夫
氏

10
訪
中
。「
日
中
両
国
人
民
間
の
文
化
交
流
に

関
す
る
共
同
声
明
」
に
調
印
、
中
国
側
署
名

者
は
楚
図
南
会
長
。
周
而
復
、
呉
茂�

、
趙

安
博
、
林
林
、
孫
平
化
、
郭
労
為
ら
諸
氏
が

同
席
。

◎　

月　

日
本
作
家
代
表
団
（
堀
田
善
衛
団

11
長
、
中
村
光
夫
、
椎
名
麟
三
、
武
田
泰
淳
、

木
村
菊
男
の
諸
氏
）
訪
中
。
中
国
文
化
友
好

代
表
団
（
楚
図
南
団
長
、
周
巍
峙
副
団
長
、

孫
平
化
、
張
有
萱
、
崔
嵬
、
王
守
覚
、
常
沙

娜
、
崔
泰
山
、
呉
応
健
の
諸
氏
）
来
日
。

責
任
と
い
う
言
葉
に
は
辞
職
、
自

決
に
ま
で
つ
な
が
る
重
い
響
き
が
あ

る
。
語
源
を
溯
れ
ば
荘
子
に
行
き
着

く
と
い
う
。
そ
の
軽
々
し
く
使
え
な

い
言
葉
を
逆
手
に
と
っ
て
無
責
任
を
謳
歌
す

る
、
と
見
せ
て
実
は
責
任
と
い
う
も
の
を
重

視
せ
よ
と
警
鐘
を
乱
打
す
る
空
気
が
生
ま
れ

た
。
安
保
反
対
運
動
が
ひ
と
つ
の
山
を
越
し

た
一
九
六
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
一

年
六
月
、
日
本
テ
レ
ビ
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
・
シ
ョ
ー
「
シ
ャ
ボ
ン
玉
ホ

リ
デ
ー
」
が
始
ま
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
で

も
飛
び
切
り
い
い
か
げ
ん
で
変
わ
っ
た
男
と

い
う
植
木
等
の
個
性
に
話
題
が
集
中
、
番
組

の
中
で
歌
っ
た
「
ス
ー
ダ
ラ
節
」
は
大
ヒ
ッ

ト
。
や
が
て
植
木
を
主
人
公
と
す
る
、「
無

責
任
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
じ
め
多
く
の
映
画
が

生
ま
れ
一
世
を
風
靡
し
た
。
無
責
任
で
世
渡

り
上
手
な
植
木
の
描
く
個
性
こ
そ
、
高
度
成

長
期
を
批
判
す
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

植
木
等
の
実
像
は
き
わ
め
て
謹
厳
で
責
任

感
が
強
く
、
反
戦
平
和
の
た
め
に
戦
っ
て
治

安
維
持
法
違
反
に
問
わ
れ
た
僧
侶
で
あ
っ
た

父
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

植
木
等
は
一
九
八
七
年
、
戌
井
市
郎
、
花

柳
芳
次
郎
、
本
山
可
久
子
、
藤
田
洋
、
清
水

邦
夫
ら
の
諸
氏
と
と
も
に
日
本
演
劇
家
代
表

団
の
一
員
と
し
て
訪
中
し
て
い
る
。（
九
十
九
）

1961年

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
国
の
代
表
的
な
文
化
人
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
中
国
文
化
友
好
代
表
団
の
来
日
は
、
学

術
、
文
学
、
演
劇
、
美
術
な
ど
日
本
の
文
化

界
同
士
の
連
携
を
大
き
く
促
進
し
た　

中
島

健
蔵
理
事
長
か
ら
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

る
（
左
か
ら
）
楚
図
南
団
長
、
崔
泰
山
、
周

巍
峙
副
団
長
、
呉
応
健
、
張
有
萱
、
崔
嵬
、

王
守
覚
、
常
沙
娜
の
諸
氏

―
一
九
六
一
年
十
一
月
二
十
五
日　

椿
山
荘

中
国
作
家
代
表
団
は
、
東
京
で
の
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
終
了
後
、
甲

府
の
昇
仙
峡
を
遊
覧
し
た　
（
右
か
ら
）

葉
君
健
、
劉
徳
有
、
林
林
、
亀
井
勝
一

郎
、
劉
白
羽
の
諸
氏―

一
九
六
一
年
四
月
九
日
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日中文化交流協会主催の中国文化友好代表団歓
迎会で歓談する南原繁顧問（左）と朝永振一郎氏

――����年��月��日　東京

アジア・アフリカ作家会議東京大会には40カ国、
60余名が出席した。中国代表団の巴金団長は、
「すばらしい未来のために」と題して講演した
各国代表の歓迎会で歓談する川端康成監事（右三）、
巴金団長（左一）、�楊朔（右一）、�林林（右二）、�韓慶
愈（左二）の諸氏 ――����年�月��日　椿山荘

日本作家代表団堀田善衛団長は、訪中を前に「徹底した
人民間の交流」を訴え、国交正常化したあかつきには、
これは巨大な力を発揮する、と述べている。中国作家協
会の茅盾主席（右二）、老舎氏（左二）と会見する堀田善衛
団長（左三）、中村光夫（左一）、椎名麟三（右三）、武田泰
淳（右一）の諸氏 ――����年��月　北京

文豪魯迅の夫人許広平氏を団長とする中国婦人
代表団が来日　東京、盛岡、仙台など各地で熱
烈な歓迎を受けた。仙台では青葉城の魯迅記念
碑の除幕式に出席した。羽田空港のロビーで河
崎なつ氏（左一）、内山マサノ氏（左三）らの歓迎
を受ける許広平団長（右二）、黄甘英（右一）、郭
建（左二）の諸氏ら一行� ――����年�月��日　東京

木下順二氏（右一）、山本安英氏（右二）に、1960
年の新劇訪中公演「夕鶴」の感動を語るアジア・
アフリカ作家会議参加中国代表団で来日した謝
冰心氏（左二）、沙汀氏（左一）
� ――����年�月��日　椿山荘

日本作家代表団が訪中　帰国後の報告会で、
��年に続いて訪中した井上靖氏は、始皇帝、
曹操など歴史上の人物の再評価が進められて
いることなどを話した。人民大会堂の前でく
つろぐ（左から）井上靖、有吉佐和子、亀井勝
一郎団長、平野謙の諸氏� ――����年�月


